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近年回転翼航空機 (ヘリコプター) による患者
搬送が定着してきた｡ 地域消防機関の防災ヘリコ
プターと並んで, 厚生労働省と各県の補助事業と
して運営されてきた救急医療ヘリコプター (以下,

ドクターヘリ) の迅速性, 安全性, 有用性も明ら
かにされている�, )｡ ドクターヘリは現場からの要
請に応じての出動 (現場出動) に最大の効果を発
揮する｡ 実際には, 施設間搬送 (間接搬送, 二次
搬送) も少なくないが, 施設間搬送は注目度が低
くその実態には不明な点も多い!"#)｡ 今回, 非都市
部でのドクターヘリによる施設間搬送の詳細を搬
送元施設の視点から検討したので報告する｡
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島根県ドクターヘリで当院から施設間搬送された� 例について施設間搬送元施設側の資
料から, 当院への来院経過と高次施設への転院過程を調査した｡ ドクターヘリ施設間搬送
例中当院への救急車搬送例 (345例) と当院へ救急車以外の手段での来院例 (非345
例) は共に6例 (/+％) で, 転院理由は全例で緊急度が高く当院で根本治療困難な病態で
あった｡ 非345例の7例 (#8％) は通常内科外来受診例であったが危険な症状がみられ
た｡ 345例中9例は救急隊接触時:;<+～�の呼吸循環安定例で, 現ドクターヘリ要請
要件を満たしていない｡ 全例 =>4離れた基地病院へ搬送され, 非345群の消防署か
ら現場までは全例/>4以上で平均?@A>4, 当院までは平均8@8>4, 7例で/>4以下
であった｡ 施設間搬送例の非345例を直接搬送とするには, 市民への躊躇ない救急要請
の啓発, 医療相談など救急車不出場時のセーフティネットと救急要請しない場合のバック
アップシステムの構築が重要と思われた｡
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